
令和７年産                                          
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１．土壌改良資材（　適正ｐH　６.０～６.５） ５．雑草防除基準
♦資材の銘柄と、土壌ｐHを１あげるのに必要な資材量 （10a当たり） ○播種前処理 (10a当たり)

３．種子消毒

６．コムギ黄斑病・オオムギ網斑病防除
　●防除適期：３月中下旬（特に、昨年多発したほ場は必ず防除） (10a当たり)

４．施肥基準 （10a当たり）

７．赤かび病防除
かび毒発生防止のため、必ず２回防除を行ってください。 (10a当たり)

１回目：開花始め～開花期

※１　大豆後の基肥は３０ｋｇ/１０a。

２回目：

1回目の７～１０日後 ２回目：1回目の７～１０日後

※赤かび病防除適期

イネ科・広葉雑草
に効果がある麦１葉期～節間伸長前

ﾊｰﾓﾆｰDF
（イネ科・広葉）

(

播
種
後

)

初
期

○
コ
ム
ギ
黄
斑
病
防
除

（出穂７～１０日後頃）

 １回目 ： 葯殻抽出期（出穂１２～１４日後頃）

ミラビスフロアブル

ワークアップフロアブル

使用量適用病害名

赤かび病

赤かび病
うどんこ病

黄斑病、網斑病

ワークアップ粉剤DL
赤かび病
うどんこ病

網斑病

２,０００倍

３㎏

希釈水量 備考薬剤名

６０～１５０ℓ

ー

※１　リベレーターフロアブルは、使用量が多いと大麦では薬害が発生する恐れがあるため注
　　　意する。
※２　ハーモニーDFは、野菜や豆類等に薬害を生じるので、ドリフトがないように注意。
　 　　使用後のタンク及び散布器具は、添付の石灰溶かした液を１０分間循環させた後、２０分
　　　間放置し、排水後清水で洗浄する。

広葉雑草のみ効果
ﾄｹﾞﾐﾉｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝに
効果が高い

トレファノサイド
粒剤2.5

トレファノサイド
乳剤

中
期

（
生
育
期

）

バサグラン液剤
大麦：収穫９０日前まで
小麦：収穫４５日前まで

生育期
（雑草発生前）

ただし、収穫４５日前まで

カラスムギ、ネズミ
ムギが前年多発し
たほ場では、２回
散布すると効果が
高い

ー

１００ℓ

４～５㎏

２００～
３００mℓ

薬剤名 適用病害名 使用量 希釈水量 備考

小麦：収穫３日前まで
大麦：収穫２１日前まで

６０～１５０ℓ1,０００倍
コムギ黄斑病

オオムギ網斑病
チルト乳剤２５

※２　ミナミノカオリやちくしW2号は、タンパク質含有率を高めるため必ず穂揃い期追肥
　　　 を行う。

※３　穂揃い期追肥を葉面散布で行う場合、赤かび病防除と同時に行う。１回目は10a当
       たりに尿素５㎏を水100ℓに溶かして散布する。２回目も同様に行う。

ミナミノカオリ
ちくしW2号

  ベスト化成444
４０kg

麦追肥名人
４０kg

硫安
２５kg

又は

尿素
１０kg

追
肥
一
発

たんぱ君
３０kg

追
肥
一
発

  ベスト化成444
４０kg

チクゴイズミ

 ベスト化成４４４
３０kg

硫安
１０kg

硫安
１０kg

 ベスト化成４４４
３０kg

硫安
１０kg

品種名 基肥
追肥①

1月中・下旬
追肥②

２月下～３月上旬
穂揃い期追肥

４月中旬

麦追肥名人
３０kg

追
肥
一
発

  ベスト化成444
４０kg

はるか二条

鳥害防止
斑葉病・網斑病（大麦）
なまぐさ黒穂病(小麦)

ヤギシロトビムシ（小麦）

キヒゲンR-2フロアブル
 種子１ｋｇに対し、薬剤２０mℓ
 を塗沫処理。

※ヤギシロトビムシ対策(小麦）：
　クルーザーFS30を種子１ｋｇに対して薬剤６mℓを塗抹処理し、１０分間乾燥後、トリフミン
　水和剤を処理。

対象病害虫 薬剤名 処理方法

斑葉病・網斑病
なまぐさ黒穂病

裸黒穂病
トリフミン水和剤

 種子１ｋｇに対し、薬剤５ｇを
 粉衣。

雑草発生前～イネ
科雑草１葉期まで

はるか二条 １１月１５～２５日 ７～８ｋｇ
遅播の場合、播種量を
２㎏/10a程度増やす。

リべレーター
フロアブル

播種後～麦３葉期

チクゴイズミ
ミナミノカオリ
ちくしW2号

１１月２０～３０日 ６～７ｋｇ

品種名 播種適期 播種量 備考
１００ℓ

１００ℓ

１００ℓ

６０～８０mℓ
※大麦は70mℓまで

５～１０ｇ

１００～
２００mℓ

２．播種量および播種時期 （10a当たり）
リべレーターＧ 播種後～麦２葉期

細粒苦土石灰 １６０㎏  アルカリ分55％で、苦土を含む。 〇播種後、生育中処理 (10a当たり)

ミネラルG ２００㎏  アルカリ分40％で、ケイ酸や鉄分を含む。 薬剤名 使用量

４～５㎏

資材名 施用量 備考

生石灰 １００kg
 アルカリ分90％でpHが上がりやすい。播種
 の10日前までに施用し、土とよく混和。
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追
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踏
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追
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踏
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下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

有効分げつ期

下 上 中 下 上 中下 上
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 麦 栽 培 ご よ み 福岡京築農業協同組合
京築普及指導センター
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イ
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10 11 12 1 2 3

収穫７日前まで
使用は３回以内

大麦：収穫14日前まで
小麦：収穫７日前まで

使用は２回以内
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希釈水量

ー

○
オ
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●
収
穫

（
は
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か
二
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収
穫

（
小
麦

）

雑草発生前～イネ
科雑草１葉期まで

処理時期 備考

ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ ｶﾗｽﾑｷﾞ コムギ黄斑病 赤かび病の穂(左：大麦、右：小麦)
穂首が８４３４４

無効分げつ期

３０

茎立期 出穂期

播
種
時
期

薬剤名 処理時期 使用量 希釈水量

ラウンドアップ
マックスロード

耕起・播種前 又は
播種後出芽前

（雑草茎葉処理）

２００～
５００mℓ

５０～
１００ℓ

麦踏み・土入れは土壌

が乾いているときに実施

≪注意事項≫
除草剤散布の際は、周
囲の作物に飛散しない
ようにしましょう！

穂揃い期追肥

は必ず実施

高品質麦生産のため、適期播

種を心掛けましょう！

排水対策を徹底しましょう！！
稲刈り後は、速やかに周囲溝を作る、弾丸暗きょを引く

大 麦

農薬・肥料はR６年８月現在の登録に基づいて記載しています。


